
（宿泊施設のホール等利活用促進事業【第3期】＼

地産地消メニューと「楽しむ」をキーワー ドにした場づくり ■施設概要

付加価値で人を集め、認知度を高めて地域の活性化を目指す
宿泊施設にレストランや雑貨店を併設し、人が集まり楽しむ場を目指す同館。ビジネスホテルから観光ホテル
へとシフトチェンジを図る中で、宴会、ランチ、ディナープランで地産地消を意識したメニュ ーを強化した。遠方
からの観光客の「山口を満喫したい」という需要に応えて、夕食プランにふぐ料理を追加し、レストランでは地元
企業や生産者と提携してオリジナルメニュ ーを考案、提供。山口の価値を発信し、長門市の活性化に繋げる。

住所／山口県長門市東深川
1904-1 

電話／0837-22-2930
https://www.taishokan.jp/ 

配Z匹地元企業や生産者と地産地消に取り組み、オリジナルメニューを考案・提

提供する料理に長州どりや生シラス、仙崎かま

ぼこ、油谷の百姓庵の塩を使用、山口の地酒を

用意するなど地産地消にこだわりぬいた。ディ

ナープランはふぐづくしプラン7,700円（税込）を

追加。宿泊客だけでなく外部の方の利用も可能

とした。オリジナルドリンクとして、長門市の

農園の蜂蜜と川棚の和菓子店のノウハウを取り

入れた「わらぴ餅ドリンク」を考案、提供した。

ふぐづくしプランで
提供した料理

◄長門市の老舗水産加工会社「中原商店」と提携した生シラス丼
アクリル板と二酸化炭素濃度測定器の設置、換気を
行い、ソ ー シャルディスタンスを保つ

五三ピ地元企業や団体と提携、人口流出を食い止めたい 、｀

KULABO大正館 代表取締役枡H里予＃和之さん

コロナ前の約半分となった施設全体の売上を持ちなおすため、売上の半分
を占める宴会、食事に力を入れて集客を図 りました。付加価値で勝負を
するため、地元企業や団体と提携したオリジナルメニュ ーを考案。地元色
の濃い取り組みが話題となりました。地元企業との提携は経済を回すと
いう狙いもあ ります。そうして長門市が魅力ある街になれば、人口流出を
食い止める力になり、 山口の活性化にも繋がると考えています。

置●山口県の食材を使った料理で
客数が増え認知度が高まった

●SNSで反響があ った
●地元企業や団体との関係性を

構築できた
●やまぐち安心飲食店であること

を知ってもらえた

一
地元色の濃い食事、
“集まる場

”

の印象強める

地元色の濃い食事をSNSでPR。
ホールでの朝ミ ーティング、男
女マッチングイベント、ナイト
マーケットなど人が集まる場と
機会を創出する。


















